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少
数
派

フ

ィ

ク

フ

の

理
論
と

論
客

　

　
　

　

イ
ス

ラ

ー
ム

法
の

新

潮
流

ー
松

山

洋

平

　
ム

ス

リ

ム

の

「

少
数

派
」

と

し

て

の

地
位
は、

少
な
く
と

も

八

世
紀
に

は

フ

ィ

ク

フ

学
的
な
問
い

の
一

つ

で

あ
り

、

主
要
フ

ィ

ク

フ

学
者
の

関
心

事
で

あ
り

続
け
た。

し
か

し
、

近
現

代
に

お

い

て

「

少
数
派
ム

ス

リ
ム
」

と

称
さ

れ

る

存
在
は
独

自
の

地
位
を

有
し
て

い

る
。

彼
ら

（

特
に

欧
米
に

居
住
す
る

ム

ス

リ
ム

た
ち
）

は、

時

問
的
パ

ー
ス

ペ

ク
テ

ィ

ブ
に

お

け
る

イ
ス

ラ

ー
ム

と

現
代
と
の

接
点
と

し
て、

そ

し

て

同
時
に
、

空

聞
的
パ

ー

ス

ペ

ク

テ

ィ

ブ

に

お

け
る

ム

ス

リ
ム

と

非
ム

ス

リ
ム

の

接
点
と

し

て

の

存

在
意
義
を
有
し
て
い

る
。

現
代
性
の

解
釈
と、

非
ム

ス

リ

ム

に

対
す
る
態

度
決
定
は

、

近
代
以

降
の

ム

ス

リ
ム

が

抱
え

る

根
本
的
な

課
題
を

構
成
す

る

二

大
要
素
で

あ
る

。

そ

れ
ら

の

問
題
を

最
前
線
で

直
接
的
に

担
う
欧
米

の

ム

ス

リ

ム

を・
取
り
巻

く
社

会
空
間
は

、

「

ウ

ン

マ
」

の

未
来
を

占
う
壮

大
な

実
験
施
設
と

し
て

機
能
し
て

い

る
と

言
え

よ

う
。

　
そ

の

よ

う

な

背
景

の

下、

一

九

九

〇
年
代
に

「

少
数
派

フ

ィ

ク

フ

爲

魯
巴

画
ρ

巴
＝

く

鉾

巴「
∋
仁
ω一一
ゴ
P
帥
ゴ
）

」

と

い

う
概
念
が
、

ア

メ

リ
カ

に

拠
点
を

置
く
イ
ラ
ク

出
身
の

ウ
ラ

マ

ー、

タ

ー

ハ

ー
・

ジ

ャ

ー
ビ

ル

・

ア

ル
・

ア
ル

ワ

ー
二

ー
（
→
蝉

ぽ
蝉

旨

田

び繭
「

m
竪

》一
≦
偉
コ凶
）

に

よ

っ

て

提
唱
さ

れ

た
。

こ

の

新
し
い

学
問
分
野
は、

二

〇

〇
〇
年
代
に

は

ム

ス

リ
ム

知
識
人

の

問
の

周
知

の

関
心
事
と

な

り、

タ

ー

リ

ク
・

ラ

マ

ダ

ー

ン

（

→
餌

ユ
ρ

菊
渺

旨

践
帥

⇒）

等
「

非
ウ

ラ

マ

ー

知
識
人
」

を

始

め
、

古
典
主

義
的
ウ

ラ

マ

ー

層
の

間
で

も
そ
の

妥
当
性
が

議
論
さ

れ

る

よ

う
に

な
る

。

そ

の

急

速

な

議
論
の

広
が

り
は、

欧
米
の

イ
ス

ラ

ー

ム

教

育
機
関
や

研
究
機
関
に

留

ま
ら
ず、

中
東
の

宗
教

者
会
議
な
ど
に

お

い

て

も

可
視
化
し

て

い

る
。

　

少

数
派
フ

ィ

ク
フ

に

関
わ

る
理
論

的
争
点
は、

大
き

く
以
下
の

二

点
に

収
斂
さ

れ
る

。

第
一

に
、

「

少
数

派
ム

ス

リ

ム
」

に

特
化
し

た

フ

ィ

ク

フ

を

論
じ
る

余
地
が

そ
も
そ

も

存
在
す
る

の

か

と

い

う

根
本

的
な

問
題
が

あ

る
。

ウ
ラ

マ

ー
層
は
こ

の

問
題
に

つ

い

て

立
場
を
明
確
に

し

て

い

る

場
合

が

殆
ど

で

あ
り

、

少
数
派
フ

ィ

ク
フ

を

擁
護
す
る

陣
営
と

、

反
少
数
派
フ

ィ

ク

フ

の

陣
営
に

分
か

れ、

対
立
し

て

い

る
。

　

第
二

の

争
点
は

、

「

少
数
派
ム

ス

リ

ム
」

に

特
化
し

た
フ

ィ

ク

フ

の

存

在
を
認
め
る

場
合

、

そ

の

理

論
を
ど

の

よ

う
に

構
築
す
る

か

と

い

う
問
い

で

あ
る

。

特
に
、

「

古
典
的
フ

ィ

ク
フ
」

或
い

は

「

一

般
フ

ィ

ク
フ
」

と

の

関
係
性
を

如
何
に

規
定
す
る

か

が

問
題
と

な

る
。

こ

の

点
に

関
連
さ

せ

て
、

少
数
派
フ

ィ

ク

フ

の

論

客
を
三

つ

に

類
型

化
す
る

こ

と
が

可
能
で

あ

る
。

第
一

に、

少

数
派
フ

ィ

ク
フ

と

古
典
フ

ィ

ク

フ

の

間
の

連

続
性
を
否

定
し

、

現
代
的
な
イ
ジ
ュ

テ
ィ

ハ

ー

ド

に

よ

っ

て

新
た

に

創
造
さ
れ
る

領

域
と

し
て

少
数
派
フ

ィ

ク
フ

を
捉
え

る、

「

脱
古
典
フ

ィ

ク

ブ

型
」

の

論

客
。

第
二

に
、

古

典
フ

ィ

ク

フ

に

内
在
す
る

諸
原

則
に

よ
っ

て

少
数
派
フ

ィ

ク

フ

の

構
築
を

試
み

る

「

古

典
フ

ィ

ク

フ

立
脚

型
」

の

論

客
。

第
三

に
、

古
典
的
学
説
の

列
挙
に

よ

っ

て

少

数
派
フ

ィ

ク
フ

を
論
じ

る

「

形
式

的
少
数
派
フ

ィ

ク
フ
」

の

論
客
で

あ
る

。

　

少
数
派
フ

ィ

ク
フ

の

実

践
的
意
義
に

関
し
て

は
、

例
え
ば

次
の

二

つ

を

挙
げ
る

こ

と

が

で

き
る

。

第
】

に
、

非
ム

ス

リ
ム

社
会
に

お

い

て

ム

ス

リ

ム

が

政
治
的
影
響
力
を
獲

得
す
る

た

め
の

理
論
的
素
地
を
提
供
す
る

概
念

と

し
て、

少
数
派
フ

ィ

ク

フ

を

捉
え

る
こ

と

が
で

き
る

。

第
二

に

そ
れ
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は、

よ

り

多
く
の
一

般
信
徒
を

「

シ

ャ

リ
ー
ア

の

言
説
」

に

引
き
込
む

こ

と

で
、

　一

般
信
徒
に

対
す
る
ウ

ラ
マ

ー

の

権
威
を

回
復
し、

ウ

ラ

マ

ー

が

欧
米
に

お

い

て

新
た

な

支
持
層
を

獲
得
す
る

た
め
の

有
効
な

ツ

ー
ル

と
し

て

機
能
す
る

可
能
性
を

秘
め
て

い

る
。

　

少
数
派
フ

ィ

ク

フ

は
、

現
代
イ
ス

ラ

ー
ム

思
想、

宗

教
間
対
話、

ア

イ

デ
ン

テ

ィ

テ

ィ

・

ポ
リ
テ

ィ

ク
ス

等、

様
々

な

問
題
系
と

直
接
的
連
関
を

有
す
る

概
念
で

あ
り

、

今
後
の

研
究
の

深
化
が

期
待
さ
れ

る
。

「

俗
人
」

説
教
師
の

活
躍

と

　

　

イ

ス

ラ

ム

に

お

け

る

権
威
の

問
題

八

　
木

　
久

美

子

　

本
発

表
で

は、

「

イ
ス

ラ

ム

版
テ

レ

ヴ
ァ

ン

ジ
ェ

リ
ス

ト
」

と

も

呼
ぼ

れ
、

近
年
注

目
を

集
め

て

い

る

新
し

い

タ

イ
プ

の

説
教
師
に

つ

い

て

論
じ

る
．

彼
ら
は

西

洋
的
な

文
化
や

生

活
様
式
に

親
し
ん
で

い

る
富
裕
層
か

ら

支

持
を

受
け
て

お

り
、

こ

の

事
実
は、

イ

ス

ラ

ム

復

興
を

経
済
的
不

安
や

社

会
的
な
剥
奪

感
に

よ

っ

て

説
明
し
よ

う
と

い

う
試
み

を

無
効
に

す
る

。

た

だ
こ

こ

で

注
目
し
た

い

の

は
、

こ

う
し
た

新
し
い

説
教
師
た

ち

が
、

ウ

ラ

マ

ー
と

は

認
知
さ

れ

て

い

な

い

に

も
か

か

わ

ら
ず、

説
教
師
と

し
て

成

功
し
て

い

る

こ

と

が

提

起
す
る

権
威
の

問
題
で

あ
る

。

本
発
表
で

は
、

こ

の

タ
イ
プ

の

説
教
師
と

し

て

圧

倒
的
な
知

名
度
を
誇
る

ア

ム

ル
・

ハ

ー

レ

ド

（
一

九
六
七

1）
を

中
心
に

エ

ジ
プ

ト
を

例
に

し
て

論
を

進
め

る。

　
ハ

ー

レ

ド
は

い

つ

も
官
同

価
な
ス

ー

ツ

を
身
に

ま

と

い
、

衛
星

放
送
や
イ

ン

タ
ー
ネ
ッ

ト

と
い

っ

た

新
し

い

メ

デ
ィ

ア

を
使
い

こ

な
し
、

流

暢
な
英

語
を

話
す。

そ

れ
ど
こ

ろ

か

彼
に

は

宗
教
に

つ

い

て

の

本
格
的
な
教
育
を

受
け

た

経
歴
が

な

く、

広
く
ウ

ラ

マ

ー

と

認
知
さ

れ
る

可
能
性
は
ま
っ

た

く
と
量
冂

っ

て

い

い

ほ

ど

な

い
。

彼
の

後
継
者
と

も

言
え
る

ム

イ

ッ

ズ
・

マ

ス

ウ

ー

ド
（
一

九
七

八
1）
は

さ

ら

に

そ

の

上
を
行
き、

教

育
背
景
も
生

活
ス

タ

イ
ル

も
ま
さ

に
、

ア

メ

リ

カ

文

化
の

申
し
子
で

あ
る

。

　
ハ

ー

レ

ド

が

訴
え
る

の

は
、

イ
ス

ラ

ム

共
同
体
の

再
生
で

あ
り、

そ
の

方

法
を

「

信
仰
に

よ
る

成
長
」

と

呼
ぶ

。

一

人
ひ

と

り
の

信
仰
心
に

基
づ

く

行
動
が

社
会
全

体
を

成
長
さ

せ

る

と

い

う
主
張
で

あ
り、

そ

こ

に

は
政

治

化
に

向
か

う
可

能
性
は

な

い
。

組
織
化
も

目
指
さ

れ
な
い

。

ま
た
彼
が

語
る

イ

ス

ラ

ム

と
は、

法
で

も

儀
礼
で

も
な

く、

信
仰
で

あ
り、

さ

ら
に

は

道
徳
だ

と

い

う

点
も
重

要
で

あ
る

。

　
こ

う
し

た

説
教

師
た

ち

に

特
徴
的
な

の

は、

聴

衆
を

語
り
の

場
に

引
き

込
も
う
と

す
る

姿

勢
で

あ
る

。

ウ
ェ

ブ
サ

イ

ト

に

は

フ

ォ

ー

ラ

ム

が

用
意

さ
れ

て

い

る
。

ご

く

身
近
な

問
題
に

つ

い

て

コ

ー

ラ

ン

や
ハ

デ
ィ

ー

ス

を

引
き

な
が
ら

議
論
し
て

見
せ

る
。

こ

う
し

て

彼
ら
は、

入
々

に

イ
ス

ラ

ム

に

つ

い

て

考
え

語
る

レ

フ

ァ

レ

ン

ス
・

ポ

イ

ン

ト

を

提

供
す
る

の

で

あ

る
。

権
威
あ
る

解
釈
を

提
供
す
る

の

で

は

な
い

。

　
ウ

ラ

マ

ー
と

の

関
係
に

関
し

て

い

う

と
、

彼
ら
は

意

識
的
に

差
別
化
を

行
い
、

ハ

ー

レ

ド

は

自
ら、

自
分
は

ウ

ラ

マ

ー

で

は

な
い

と

明
言
す
る

。

重
要
な
の

は、

現

代
の

エ

ジ
プ
ト

で

は、

宗
教
省
か

ら

任
命
さ

れ
て

特
定

の

職
に

就
く
な
ど
、

国
家

権
力
と

の

近

接
性
が

ウ

ラ

マ

ー

た
る

基

準
の

ひ

と

つ

と

見
ら
れ

て

い

る

と

い

う

点
で

あ

る
。

そ

れ

は

言
い

換
え

る

と
、

ウ

ラ

マ

ー
の

人
々

の

日

常
か

ら

の

乖
離
で

あ
る

。

　
歴
史
を

振
り

返
る
と、

公

権
力
の

そ

ば
に

い

る

ウ

ラ
マ

ー

と
一

般
信
徒
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